




『注意事項』
１. 線路近接作業では、整理・整頓・清掃・後片付けをとくに
ていねいに行うこと。また、列車の振動、風圧を考えて、
荷くずれまたは、飛散しないようにすること。

２. 強風あるいは豪雨の予報が出たときは、荷くずれしたり、
飛散しないように、緊結したり、覆いをかぶせること。また、
地盤のゆるみにも注意し、重機械などは線路に転倒するこ
とのないように、必要があれば移動させること。

３. 作業終了前に全員で後片付けを確実に行い、建築限界内に
支障物が無いことを確認し、作業責任者の確認と指示を受
けてから解散すること。

6. 整理・整頓・清掃・後片付け
　について

飛散物は必ず養生すること JR東日本撮影協力
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7. 危険物の取り扱いについて

44



①軽油、その他油類の取り扱い
・軽油など揮発性の高いものは、引火しやすく、また、気化したも
のは、爆発性を持っているので、火気に近づけないこと。

・取り扱い中、付近で火気を使用したり、火花を発する作業をしな
いこと。

②酸素、アセチレン、
　LPG充填ボンベの取り扱い
・ボンベは立てかけて保管し、転倒しないように、鎖などで転倒防
止および日除けの処置をしておくこと。

・ボンベは台車に乗せて、使用し、日陰の場所に置くか、やむを得
ないときは覆いなどをして、直射日光を避けること。

・ボンベは、充瓶、空瓶をそれぞれ表示し、区別して保管すること。

③火気の取り扱い
　消火用水、付近の重要ケーブルをスパッタシート等で養生、散水
しながら作業、旅客公衆や列車運転手等に見える箇所では、監視員
を配置し、異常時には作業を止めれる体制をとる。
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事故や災害が起きたら、まず列車防護3

尊い人命と財産を、危険から守りましょう。
このため、普段から「異常時に列車を止める正しい
方法」を練習しておきましょう。
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『列車防護の行い方』
１. 信号炎管に点火して、列車の来る方向に600ｍ以上走り、信号炎管を列車に向かって、
ゆるやかに円形に回し、運転士に知らせること。

２. 携帯用特殊信号発光機を使用する場合は、停止信号を現示しながら列車の進来方向に向
けて600ｍ以上走り運転士に知らせること。

３. 列車が停止したら、運転士に列車を停止させた理由を通告すること。
４. 作業責任者は、工事管理者に速報すること。
５. 上下線が支障する場合は、手分けして列車防護を行うこと。
６. 付近に踏切支障報知装置が設置されている場合は、その非常ボタンを使用すること。
７. 駅部工事では、ホーム上の「非常停止ボタン」を使用すること。
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